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環境省から委託を受け、脱炭素経営促進モデル事業を支援 

 

中小企業の温室効果ガス削減目標に向けた脱炭素経営促進モデル事業への 

参加企業募集について 

 

ベイカレント・コンサルティングは、温室効果ガス削減に関する中長期目標を設定している、又は、設定を検討

している中小企業を対象とした支援事業（「中小企業の温室効果ガス削減目標に向けた脱炭素経営促進モデル事

業」）への参加企業の募集を開始しました。環境省から委託を受けた本事業では、中小企業における脱炭素経営促

進に向けてのロールモデルを創出するとともに、得られた知見や取組事例等をハンドブックへ反映し、他企業へ

の横展開を目指します。 

 

◼ 事業実施の背景について 

2020 年 10 月、政府が「2050 年カーボンニュートラル」や、「温室効果ガスを 2013 年度比 46％削減、そして 50％

の高みに向けて挑戦を続ける」という 2030 年度目標を発表したことを背景に、大企業を中心とした SBT（パリ

協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標）等の脱炭素経営への取組が広がって

います。中小企業における脱炭素経営への取組は、エネルギー価格の高騰への対策や、新たなビジネスチャンス

の獲得や事業の持続可能性の確保が期待されます。 

 

カーボンニュートラルの目標達成には個々の企業が脱炭素経営へ取り組むことが重要である一方、経営資源の限

られる中小企業では取り組むには難易度が高いケースも考えられます。そのため、中小企業の取組を促進させる

ためには、他の主体と連携することが重要となります。 

 

このため、中小企業における中長期の目標設定とその取組を促進させるために、「中小企業の温室効果ガス削減目

標に向けた脱炭素経営促進モデル事業」を実施することとしました。 

 

本事業により、中小企業における脱炭素経営促進に向けたロールモデルを確立するとともに、得られた知見や取

り組み事例等をハンドブックへ反映し、他企業への横展開を目指します。 

 

◼ 実施内容 

参加企業は、委託事業者の支援を受けつつ、以下の検討を主体的に実施。 

 脱炭素経営に取り組む意義の明確化 

 脱炭素経営における課題の抽出及び特定 

 温室効果ガス削減施策の立案 

 温室効果ガス削減計画の策定 
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◼ 対象企業について 

温室効果ガス削減に関する中長期の脱炭素目標を設定、又は設定を検討している中小企業。 

※ 中小企業の定義は、中小企業庁による「中小企業・小規模事業者の定義」に基づく。 

（ホームページ：http://www.chusho.meti.go.jp/soshiki/teigi.html） 

※ 合計５社程度を採択予定 

 

◼ 募集期間 

令和 4 年 8 月 19 日(金)～同年 9 月 23 日(金)17 時まで 

 

申請書等資料につきましては、環境省プレスリリースをご覧ください。 

https://www.env.go.jp/press/press_00431.html 

 

◼ 申請書提出先及び問合せ先 

E-mail：moe_sbt_support@baycurrent.co.jp 

本事業の事務局 (株式会社ベイカレント・コンサルティング) 

 

◼ ベイカレント・コンサルティングについて 

戦略、デジタル、オペレーション、テクノロジーをカバーする日本発の総合コンサルティングファーム。様々な

業界のリーディングカンパニーが抱える課題解決を支援するために、経営戦略の策定から実行推進まで総合的な

サービスを提供している。 

https://www.baycurrent.co.jp/ 

 

◼ 本リリースに関する問合せ先 

株式会社ベイカレント・コンサルティング 

ベイカレント・インスティテュート 小峰 

TEL：03-5501-0151 

 


